




































































































もともと 『萬水一露』 は、 松永貞徳の承応元年 （一六五二）
の跋文を伴う刊本として流布した。しかしながら、その跋文にいうように、 源氏物語 理解のためには『河海抄』 『花鳥余情』 『弄花抄』 『細流抄』の四書が必携されるべきもだとする。だが、それらを全て所持するのは困難なことから、 宗碩の門人能登永閑が肝腎な注記は省略することなく、法華経二十八品に模して二十八冊としたのが『萬水一露』だというのである。そして 「碩」とする師 宗碩説、 「永」とする能登永閑の自説も大量に収めているのである。　
伊井氏は、国立国会図書館蔵『萬水一露』が、 「伝本の




























































































     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　




水一露』の成立の前後は 東大本の方が後の公算が高い。なぜなら、東大本は、萩野安静、和田以悦、加藤磐斎 北村季吟らが関わる寄り合い書である。 年少の季吟の生没が寛永元年（一六二五）から宝永二年（一七〇五）であることから、少 くとも寛永二十年前後の執筆とみる ふさわしい。最も、寄合書というものは、短期間に成立するものばかりではないが、それでも、東大本『萬水一露』の書写年代は、慶長二年をさかのぼることはなかったのではな
かろうか。　
さて、松花堂『源氏物語』は、誰の説とも記さない。伊




き 「師云」 あるいは 「師」 と示した書き入れが見いだされる。　
帚木巻における雨夜の品定めにおいて、頭中将の体験談














物語の展開には、やや関わりの い直衣の色 ついての注である。 「縁」 「ゆかり」と読ませ、 紫 意味する。 「桔梗色」という色目 ついて『日本の伝統色
（９）
』を紐解くに、
桔梗の花色のような冴えた青紫をいう。 「桔梗色」は古くは「きかういろ」 、 「きちかう」とも呼ばれ、 『宇津保物語』に「きかう色のをり物のほそなか」 、 『栄花物語』には「き や 織物」 、 「桔梗の表著」が見えている。平安時代の桔梗色は、重色 織色に見えてい
るが、染色には見られない。重色の「桔梗」は、表二藍・裏濃青（ 『薄様色目』 ）他数説があるが、表を二藍とする説が桔梗の花の色に近い。桔梗 染色は江戸時代には行われており、 『諸色手染草』 （明和九／一七七二）に「下染をちくさに染、其うへへすわうにめうばん少し入染てよし。但し本紅を遣ふ時は右のごとく下染のうへへ紅染のごとく染てよし」とみえる。 「桔梗 」は近松の『女殺油地獄』 （宝永六／一七〇九） に 「桔梗染の腰変り縞繻の帯」 と見えて る。
とある如く、 平安期には染色としては見出せないことから、注としては的を射ていないが、江戸初期に染色として存在していたことを証する用例となる。　
帚木巻では、大殿、そして二条院も方塞がりということ













































































































































































































































































































































































10） 佐藤虎雄『松花堂昭乗 （一 三八年
　
河原書店）
（
11） 『日本の美術
　
寛永の三筆』是澤恭三編（一九七八年
　
至文堂）の渡辺清氏執筆。
（
12） 矢崎格「松花堂昭乗の生涯と芸術」 『茶道文化研究』四
 
一九九八年
 
林羅山については、鈴木健一著『林羅山』 （二〇 二年
　
ミネルヴァ日本評伝選）なお、松花堂『源氏物語』は、易繋辞として、 「繋辞伝」を引用する箇所もある 若紫巻）が、これは朱熹からの影響の濃いところであろう。
（
13） 『三徳抄』 『藤原惺窩
　
林羅山』日本思想大系（一九七五
年
　
岩波書店）
（
14） 『全国神社名鑑』 上巻
　
全国神社名鑑刊行会史学センター
編（一九七七年）
（
15） 昭乗の茶道については、谷端昭夫『公家茶道の研究』（二〇〇五年
　
思文閣出版）
付記　
翻刻のご許可を頂きました、公益財団法人永青文庫、東
京大学国語研究室、臼杵市教育委員会、熊本大学附属図書館に厚く御礼申し上げます。
（とくおか
　
りょう・熊本大学文学部附属永青文庫
研究センター・実践女子大学大学院国文学専攻博士後期課程平成十年度単位取得満期退学）
